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はじめに

の成熟様式は、内生エチレンの生成によって引き起こされる呼吸上昇を

すクライマクテリック型果実と、エチレン生成がなく呼吸上昇が認められ

い非クライマクテリック型果実に大Zせされる。前者は果実内でんぷんの糖化、

糖類の分解(軟化)、着色などのイベントが呼吸の上昇を伴って

る。非クライマクチリック型果実は外生エチレンには感応するが、ほとんどエ

チレン生成を伴わない成熟現象を示す。一方、正常な成熟過程を逸脱して症状、

たとえば急激な軟化現象が発生する

に問題となっている。これちの例としてカキ果実の‘西条¥‘万根平生¥‘運

などの品謹で樹上軟化や鋭渋後の異常軟化が知られている。果実軟{とは

主として細胞壁の分解に伴い引き起こされる現象である。従って、

性とその遺伝子発現様式を明ちかにし、機語解析を進めれば成熟や軟化

を制御することが可能である。先行的に研究されたトマト果実では、縮担壁分

解酵素遺伝子の発現を制御することにより果実軟化が著しく抑制され、その

術の実用化に至っている。カキ果実においても紹胞監分解酵素の発現様式及び

の制解機構を分子レベル、すなわちエチレン誘導と伝達の機構を明らかにす

ることによち、軟化現象を制御することが可能である。そこで、本訴究では

なるカキ品種を用いることで各遺伝子の発現摸式、及びそれらの遺伝子と工

レン生合成との関連を明らかにし、さちにエチレン生成から受容に至る過程で、

とくに中心的な役割を果たしている受容体遺伝子について、エチレン信号伝達

機構における受容体の機能解析を行つ~。

は複数の研究機関によって遂行され、分担テ…マごとに各々が

して成果を挙げたが、常に桔互の成果情報を交換して共同研究としての体制

を十分に発捕した。果樹園誌において、果実成熟を制御することは生産、流

において な課題でみると向時に、 であるカキで辻、

として問題となっている軟化

明することが求めちれている。

潔安jである 軟化メカニズムを解

らの課題・問題解決に資す

助金により本新究の機会をる室料となれば幸いである。最後に科学研

えられたことに厚く御礼唱し上げる。
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